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～ 毎月第３日曜日は「家庭の日」です。家族と のふれあいを大切にしましょう ～ 

鼓 動 
「４０周年を終えて」 

金沢日曜野球連盟 理事長 吉江 英一 

環境・文化活動の推進 
◇第３８回（Ｈ２１年度） ふるさとのツバメ総調査結果報告 

◇「健民桜名所づくり運動」紹介その２ 

青少年健全育成活動の推進 
◇第１２回子どもドリームフェスティバル開催 

健民運動活動紹介・奨励コーナー 
◇平成２１年度ふるさと文 化再発見事業の取り組み紹介 

◇「くらしの本棚」発行に向けて 

健民運動カレンダー 

県民ボランティアセンターだより 

薫 風 

「石川郷土史学会のあゆみ」 

石川郷土史学会　常任幹事 河島 満 

1.11 (月･祝)：｢子どもドリームフェスティバル」 
でダンスを披露する小学生 



鼓 動 

「 ４ ０ 周 年 を 終 え て 」 

金 沢 日 曜 野 球 連 盟 理 事 長 吉 江 英 一 

「ワ～すごい」 「オ～カッコイイー」 「綺麗ぃ～、テレビと一緒や」数々の歓声が谺 
こだま 

し、皆の鼓動が伝わってきます。そう 、ここは中日ドラゴンズの本拠地「ナゴヤドー 

ム」です。平成２１年５月３日ゴールデンウィークの最中、 「金沢日曜野球連盟創立 

４０周年記念ナゴヤドーム大会」が挙 行されました。参加者は選手、役員、同伴家族 

合わせて１５０人。午前６時３０分に 金沢を発ち、１１時より開会式後４試合を行い 

ました。北陸地方のアマチュア野球で は初めてのナゴヤドームを使っての大会という 

ことでした。レベルの高い試合もあれ ば、これぞ草野球という試合もありましたが、 

参加者全員プロ野球で使 われているグランドを堪能しました。 

当連盟では過去にも、２０周年・２ ５周年に東京ドーム、３５周年に大阪ドームを 

使っての記念試合を行ってきましたが 、いずれも深夜の試合で、ゴールデンウィーク 

の昼間に試合ができ たのは、望外の喜びでした。 

当連盟は、平日の早朝に野球ができ ない市場の人たちが中心となり、日曜日に野球 

をしようということ で昭和４５年に発足しました。 当初は、 ９チームの参加でしたが、 

昭和５５年には８４チームに達し、現 在は６５チーム約１，２００人の人たちがプレ 

ーしています。選手の中には、甲子園 球児もいれば、全く野球経験のない人もいます 

が、皆楽しくプレーしているようです 。というのも、Ａ級・Ｂ級・Ｃ級とレベルに合 

わせたリーグ割により、力の拮抗した チーム同士が試合をしているからだと思われま 

す。 

県内のアマチュア野球をみると、近年、年を重ねた多くの 

人たちが、いろいろな大会に参加し、生涯スポーツとして、 

野球を楽しんでいます。その中には、当連盟でかってプレー 

した多くの名選手が、いまや、迷選手と変身して、和気あい 

あいとプレーしており、その姿を見るととても和やかな気持 

ちになります。 

当連盟は、多くの人たちが楽しく野 球ができるよう工夫しながら運営し、生涯スポ 

ーツとしての野球の普及 に努めるのが責務と考えております。 



環境・文化活動の推進

◇



◇ 「 健 民 桜 名 所 づ く り 運 動 」 紹 介 そ の ２ 

当健民運動推進本部では、地域にお ける桜の新名所づくりと桜の美しい石川県づく 

りを県民総ぐるみで推進 しています。植樹の様子を紹介します。 

○ 白 山 市 立 蝶 屋 公 民 館 （ 白 山 市 美 川 中 町 ） 

１１月１４日（土） 午前９時から「蝶屋っ子さくら探検隊（３３名） 」の結成 

式に続き植樹を行いました。雨模様 の天気でしたが、植樹の間は雨が止み幸いで 

した。子どもたちに自分が植えた木 を覚えてもらうため、すべての木に名所づく 

りの名札を付けました 。児童や保護者等約５０人参加。 

○ ( 財 ) 小 松 市 施 設 管 理 公 社 ( 大 倉 岳 高 原 ス キ ー 施 設 管 理 事 務 所 ) 

スキー場の地盤が悪く(岩が多い) 、土壌改良に手間取りましたが、今回初めて、 

町内会の支援を受け１ ３名で１０本の植樹を行いました。 

地元との交流が深まりよかったです。 

○ 緑 愛 好 会 （ 七 尾 市 中 島 町 ） 

７年ほど前初めてソメイヨシノ（ １００本ほど）を植樹しましたが、塩害のた 

め２割強が枯れてしまいました。 

今年は塩害に強い品種 を選び、家族２人で５０本を植樹しました。 



青少年健全育成活動の推進

◇第１２回子どもドリームフェスティバル開催

１月１１日（月・祝）午後１時３０分より県立音楽堂邦楽ホールに

おいて上記フェスティバルが開催されました。当日は、県内６０件の

応募の中から選ばれた６団体の子どもたちが、それぞれの夢の実現に

取り組んだ成果を、約５００人の観客の前で発表しました。

発表に先立ち健民運動推進本部長である谷本正憲県知事が挨拶し、

１月４日に松井秀喜選手から先のワールドシリーズでの優勝と日本人

初となるＭＶＰ受賞の報告を受けたことを披露し、子どもたちには、

松井選手のように一層の夢の実現に向けて努力してほしいと激励し

たほか、実行委員や保護者の方々に対して感謝の言葉を述べました。

１ 西小ありがとうコンサート（輪島市立門前西小学校６年）

能登半島地震で大きな被害を受けた自分たちの町を支え、励ましてくれた大勢の人

へ「ありがとう」の心を込めてコンサートを

開きたいという夢を１１月に実現した門前西

小の子ども達は、これまでの活動をふりかえ

るとともに、当日のプログラムからアイドル

グループ「嵐」のヒット曲にあわせて創作し

たダンス２曲を披露したほか、「勇気一つを

友にして」を合唱しました。楽しく元気に踊

る様子に、会場からは音楽にあわせて手拍子

が送られました。

＜谷本本部長
(県知事)＞

左上:輪島市立門前西小学校、白山麓･ぶなもり自然塾、

羽咋市立羽咋小学校の皆さん

右上:金沢市立森本中学校､珠洲市立みさき小学校の皆さん

左下:小松市立芦城小学校の皆さん

＜開会前舞台袖で知事との歓談＞



２ ツリーハウスをつくりたい！（白山麓・ぶなもり自然塾）

子ども達は、豊かな自然に囲まれた白山市立白嶺小

学校の裏にある雑木林の様子やツリーハウスの完成ま

でのプロセスを、スライドを使って紹介しました。

みんなで力を合わせて作ったこと、もっと身近な自

然と仲良くなるために、ツリーハウスを利用して動物

の生態観察などいろいろな活動をしていきたいという

ことなどを発表しました。また、完成のシーンでは、

屋根の上まで７ｍという、実物のツリーハウスの大き

さを現す模型も登場し、会場の注目を集めました。

＜ダンスを披露する児童たち＞

＜開会前に大道具の準備
をする実行委員の皆さん＞

＜発表する子どもたち＞

＜展示の準備をする実行委員の皆さん＞

＜インタビューを受ける児童たち＞



３ もっと知ろう、広めよう「能登野菜・加賀野菜」（一世風靡羽咋小４年）
いつせいふうび

子ども達は、能登野菜、加賀野菜について、もっと知

り、みんなに広めたいと思い、家の人に聞いたり、イン

ターネットで調べて学習したこと、栽培農家の見学や能

登野菜・加賀野菜を使った料理に挑戦した様子を、元気

よく発表しました。また、野菜新聞を発行して家族に読

んでもらったことも紹介しました。

＜飛び入りでサポーターの方が
客席からインタビューに参加＞

＜発表する子どもたち＞

＜観客に源助大根をプレゼント
する子どもたち＞

＜インタビューを受ける
子どもたち＞

＜手作りの新聞＞

＜ツリーハウスに飾られたリースも登場＞



４ ぼくたちの作った学年の歌をオーケストラの演奏で歌いたい

（小松市立芦城小学校６年）

５ 災害が起きても困らないようにサバイバル体験がしたい

（金沢市立森本中学校１年４組）

子ども達は、１泊２日のサバイバル体験の様子

をはじめ、金沢市消防本部へ行き、地震体験をし

たこと、消火器の使い方や１１９番通報の留意点

を学んだこと、そして、救命講習で学んだ心肺

蘇生法やＡＥＤ

の使い方などを

スライドとビデ

オ映像を使い、

寸劇もまじえて

わかりやすく紹

介しました。

＜高校生の演奏で合唱＞

＜実行委員の方々も会場後ろで･･＞

＜夢の発表をする子どもたち＞

＜インタビューを受ける
子どもたちと高校生代表＞

　子ども達は、小松市立高等学校吹奏楽部５０名の演奏に

合わせて、昨年の６年生が作った「芦城の色～The Color

Rojo～」と、子ども達自身の学年目標から詩を作り曲をつ

けた「ぼくらの合い言葉～自分から、自分たちから～」の

２曲を、それぞれの思いの色のＴシャツを着て、合唱しま

した。



６ 植林をして環境問題を訴えたい（珠洲市立みさき小学校６年）

子ども達は、理科の授業で蛸島漁協の漁

師さん達が魚を取り戻そうと植林をしてい

ることを知り、自分たちも植林をして環境

問題を訴えたいという夢を持ちました。

森や海について学んだこと、漁師さんや

森林組合の方達の協力を得て「いしかわ漁

民の森」に植林したことなどをスライドや

劇で発表しました。

そして珠洲の海がいつまでもきれいな海であるようにとの思いを込めた歌を歌い、

将来の海の絵を披露しました。

<夢の実現・植林の劇>

<きれいな海であるようにとの思いを込めた歌を合唱＞

＜三線とキーボードによる伴奏＞

＜子どもたちの願う将来の海の絵＞



健民運動紹介・奨励コーナー

◇平成２１年度ふるさと文化

再発見事業の取り組み紹介

今年度のふるさと文化再発見事業に採

択された加賀市分校地区史跡保存会の

『エヌのクニ「風土記の杜」づくり』事

業の取り組みを紹介します。

同保存会は、分校地区の古墳群が過去

の山砂取りや盗掘などで荒れていたこと

から、古墳群などの歴史遺産や史跡など

を調査し、歴史講座や遺跡見学会等を行

い、ふるさとの文化の継承を図りたいと

いう思いから取り組んでいます。

リーフレットやＣＤ(「ふるさとの自

然や歴史」）を作成し、地域住民や子ど

もたちに歴史の重要性や里山の大切さを

伝承し、発信する計画を立てました。

リーフレットは７月初旬にできあが

り、ＣＤは３月末に完成予定です。

リーフレットを活用した「ふる里歴史

講座」を７月２６日(日）に小松市教育

委員会の樫田 誠氏を講師に迎え、「江

沼、能美古墳群から見たエヌの国造り」

という演題で開催しました。また、１０

月２５日(日）には、子どもたちを対象

に里山の歴史を聞く会を開催しました。

左上：7.26 歴史講座
右上：リーフレットの一部分
右下：10.25 植樹をしながら里山の歴史を聞く会



◇「くらしの本棚」の発行に向けて

＜園長先生手作
りの絵本、紙
芝居や遊具＞

＜仕掛け絵本(園長先生自作)の読み聞かせ＞

＜｢もう一回見せて！｣とリクエストをする子どもたち＞

  当本部の広報誌「くらしの本棚 第６５号」の発

行に向けて、１２月１７日（木）にふじひら保育園 (野々

市町）を取材に行って来ましたので紹介します。

  平成２１年４月に開園したふじひら保育園の玄関

を入ってすぐのところに「ふじひら・ぶんこ」があり、

園児は１回に１冊、１週間借りることができます。

また、「パパ・ママぶんこ」コーナーもあり、保護者

のために図書の貸し出しをしています。

 当日は、園長先生自作の仕掛け絵本の読み聞かせの

様子を観せていただきました。園長先生は、絵本や紙

芝居、お話に必要な小道具などを手作りされているそ

うです。 



（H22.1.25現在） 

２／　４（木）13:30～
ボランティア賞授賞式 

会場：県庁舎１１０９会議室 

主催：健民運動推進本部 

２／１４（日）9:00～ 

第３回石川県審判員(金沢地区）ゲートボール大会 

会場：野々市町スポーツランド「さわやかホール」 

主催：石川県ゲートボール協会 

２／２１（日）9:00～ 

１３０回２月(旧正月）ウォーク 

会場：にし茶屋観光駐車場 

主催：石川県歩こう会連絡協議会 

２／２８（日）13:30～16:00 

平成２１年度たくましい石川っ子を育てる県民のつどい 

会場：いしかわ子ども交流センター大ホール 

主催：石川県 

３／２８（日）9:00～ 

１３１回卯辰山山麓寺院郡「心の道」を歩きましょう 

会場：元町児童公園 

主催：石川県歩こう会連絡協議会 

＊ 収集物 (１月分) ＊ ＜使用済み切手＞ 

出納室、医療対策課、県民生活課、管財課 計 ４ 件 

ご協力ありがとうございました。 

ご提供いただきました使用済み切手、書き損じはがきにつきましては、さまざまな 
支援を必要としている人々に役立てていただいております。ぜひお寄せください。 

＊ ひとこと ＊ 
昨年、みなさまからお寄せいただきました使用済み切手の一部（約１３kg） 

につきましては、平成２１年１２月１６日に「(社)スコーレ家庭教育振興協会 
石川スクール、ボランティアグループ たんぽぽ」に寄託し、福祉事業等に役立て 
ていただくことと致しました。ご協力ありがとうございました。 

２～３月の 
　　　健民運動カレンダー 

県 県 民 民 ボ ボ ラ ラ ン ン テ テ ィ ィ ア ア セ セ ン ン タ タ ー ー だ だ よ よ り り 

（ 財 ） 石 川 県 県 民 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 
〒９２０－０９６２ 
金沢市広坂２丁目１番１号 石川県広坂庁舎 4階 
ｔｅｌ：０７６－２２３－９５５８ fax：０７６－２２３－９５５９ 
ｅ－ｍａｉｌ：ｅ１３０５００ａ＠ｐｒｅｆ．ｉｓｈｉｋａｗａ．ｌｇ．ｊｐ 



「石川郷土史学会のあゆみ」

石川郷土史学会 常任幹事 河島 満

石川郷土史学会は昭和２７年に発足し、平成２２年１月で約５８年の歴史を持つ会

です。

当会の目的には次のようなことが定められ

ています。２、３記しますと

１ 研究会の開催

２ 文献資料の調整並びに公刊

３ 中央および地方の各種学会との連絡

４ 研究機関誌の発行等

となっています。

平成１４年に当会５０周年記念誌として刊行した「石川郷土史学会５０年のあゆみ」

に記載されているものを抜粋し、簡単に紹介します。

昭和２７年に当時の石川県立図書館長市村氏の肝煎りで、これまでの加越能史談会、

金沢文化研究会等の伝統を嗣ぎ、新たに生まれたもので、その当時は、１６名の会員

で構成されていました。

これまでの実績を振り返りますと、

１ 月例発表会は、昭和２７年８月以降４００回

２ 五学会連合研究発表会は、昭和２６年以降５９回（当会は第４回から参加）

＊五学会とは、「石川考古学研究会」「石川地理学会」「加能民俗の会」

「北陸史学会」「石川郷土史学会」の５団体です。

３ 歴史散歩は、昭和３２年７月から数えて８３回

４ 石川郷土史学会会誌は、昭和４３年の創刊から４２号を数えるなど、息長く

継続しているものばかりです。

終わりに、郷土の歴史に関

心のおありの方の入会を歓迎

します。

＜地域に埋もれた史跡を巡り、歴史を再発見する石川郷土史

学会主催｢金沢歴史散歩[探訪二俣本泉寺界隈］事業｣の様子＞

事務局 石川県立図書館内

電 話 076-223－9577

薫 風



毎月７日は「健康の日」です。
～歩くことから健康づくり、運動することを習慣にしましょう。～

毎月第３日曜日は「家庭の日」です

～ 家族とのふれあいを大切にしましょう ～


